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の
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書
を
提
出
す
る
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一 

 



 

最
近
、
政
府
の
行
う
行
政
に
関
し
、
国
会
決
議
の
例
外
措
置
が
あ
り
う
る
ご
と
き
言
動
が
み
ら
れ
る
の
で
、
次 

 
 

の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

非
核
三
原
則
（
昭
和
四
六
・
一
一
・
二
四
及
び
昭
和
五
三
・
五
・
二
三
）
、
武
器
輸
出
問
題
等
に
関
す
る
国
会 

 
 

 

決
議
（
昭
和
五
六
・
三
・
二
〇
）
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
形
式
的
に
は
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
と
は
言
え
、
こ 

 
 

 

れ
ら
の
決
議
は
国
権
の
最
高
機
関
た
る
国
会
の
決
議
で
あ
つ
て
、
そ
の
内
容
は
憲
法
の
平
和
、
非
戦
の
理
念
を 

 
 

具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
憲
法
と
同
次
元
に
位
置
す
る
国
是
、
す
な
わ
ち
国
政
の
基
本
原
則
を 

 
 

国
の
内
外
に
宣
言
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
問
う
。 

二 

憲
法
、
条
約
、
法
律
の
執
行
機
関
で
あ
る
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
決
議
が
国
是
と
し
て
国
政
上
に
占
め
る
位
置 

 
 

の
重
み
と
権
威
に
か
ん
が
み
、
そ
の
行
政
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
例
外
措
置
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
決
議
に
反
す 

 
 

 

 
国
会
決
議
と
行
政
権
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 

る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
粛
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
問
う
。 

右
質
問
す
る
。 


